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Photoshop CS 〜 CS5

Photoshop で DCS を作成する場合
以下の理由より、種々の DCS 画像を最も問題なく運用できるのは Photoshop CS
以降です。
Photoshop 7 または Photoshop CS 以降を用いて、DCS や DCS2 形式で保存する
時に「プレビューなし」の形式で保存すると、Trueflow での OPI 処理が正常に動
作しません。「カラープレビューを含む」形式で保存することで正常に動作します。
Photoshop 7 で JPEG エンコードを行った DCS を作成すると、データが不正になり、
Trueflow でエラーになります。この問題は Photoshop CS 以降では発生しません。
Photoshop 6 以前で作成した DCS2 では CMYK 版が揃っていないと、データ不正
でエラーになります。

ヒストリーログ
Photoshop CS からサポートされたヒストリーログ機能を用いて、ヒストリーログ
を含んだ EPS が保存された場合、編集履歴が大きくなると、PostScript での文字列
の制限を超えたログが EPS 内に記録され、エラーが発生します。ヒストリーログ機
能は使用しないでください。

QuarkXPress 6.5 〜 8

アップグレードの推奨
QuarkXPress 6.5 では多くの不具合が修正されており、OpenType フォントのダイ
ナミックダウンロードにも対応されています。QuarkXPress 6.1 で問題がある場合、
まず QuarkXPress 6.5 へのアップグレードをお試しください。

ダイレクト PDF 出力について
QuarkXPress からダイレクトに出力される PDF については、サポートしていません。
また、QuarkXPress 6.5 で環境設定内の PDF において「PostScript ファイルを一
時作成」と設定して作成された PS ファイルもサポートしません。
QuarkXPress 7*1) 以降では PDF/X-1a ダイレクト出力をサポートします。

セパレーション PS について
Trueflow ではセパレーション PS での運用を推奨していません。
QuarkXPress 6.5 / 7 / 8 でのセパレーション PS 運用もサポート外となります。

*1)QuarkXPress 7 は欧米版のみ
リリースされています。
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QuarkXPress 6 のグラデーショ
ンについて

QuarkXPress 5 以前では、内部で設定できるグラデーションは、Trueflow 内部で
のグラデーション差し替えの対象となり、なめらかなグラデーションが出力できて
いましたが、QuarkXPress 6 では、グラデーションの記述パターンが変更されて
いるために、差し替えの対象とならず、PostScript の記述そのままの出力を行いま
す。このため、QuarkXPress 6 でのグラデーションは、それ以前のバージョンの
QuarkXPress で出力したものと比較して、品質が劣化する場合があります。
QuarkXPress 7 以降ではグラデーションは PDF、PostScript 出力ともにスムース
シェーディングで記述される様に改善されており、Trueflow 内部での差し替えの必
要なしに、なめらかなグラデーション出力が得られます。

特色名の長さ制限
特色名が半角 32 文字以上で、印刷カラーが「DeviceN」の場合に Trueflow でエラー
が発生することがあります。特色名は半角 31 文字以下にしてください。

ボックスのフレームに特色
QuarkXPress 6 では、ボックスのフレームの色として特色を指定しても、正常に出
力できない場合があります。

テーブル作成機能
QuarkXPress 6 のテーブル作成機能において、条件によっては画面表示と出力結果
が異なる事が確認されています。
テーブル機能を使用される場合は、出力結果に問題がないかどうか確認してから使
用してください。

ページ情報の文字
QuarkXPress 6 では、仕上がりページ外に出力されるトンボの横の「ドキュメント
名日時ページ」の文字がビットマップで出力されます。QuarkXPress 7 以降では問
題ありません。

DCS のサポート
QuarkXPress 6 では、本来セパレーション運用が前提である DCS（DCS2 を含
む）を用いたドキュメントを出力する場合は、その画像を Trueflow 側にコピー
し、Trueflow 側で OPI 処理を行うことで、コンポジット運用でも正常に出力する
ことができます。QuarkXPress 6 で DCS（DCS2 を含む）を含むドキュメントを
DeviceN 形式で PostScript 出力を行うと、「現在印刷しようとしているページには
DCS 画像が含まれています。DeviceN を使って DCS 画像を印刷する場合、予測不
能の事態が起こる可能性があります。続けてよろしいですか ?」と表示されますが、
ドキュメント上の全ての DCS 画像が Trueflow 側で OPI 処理できるようになってい
れば、問題なく処理できます。
QuarkXPress 7 以降では DCS の Trueflow 側での OPI 処理はサポートしません。
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Adobe CS2 〜 CS5 の共通各種プリセット
Adobe CS2 〜 CS ５の共通プリセットして、以下の 3 種類の初期設定ファイルを用
意しています。
•	 カラー設定ファイル（.csf）
•	 PS 出力プリントプリセットファイル（.prst）
•	 RGB ワークフロー用プリフライトプロファイル（.kfp）

カラー設定ファイル
Trueflow では、カラーの推奨設定として２つのカラー設定ファイル（.csf）を提供
しています。
•	 Trueflow Color Std 1.0J.csf
•	 Trueflow Color Pro 1.0J.csf
全てのアプリケーションにおいて、共通で使用するカラー設定ファイルです。
RGB 画像用の作業スペースとして、「sRGB IEC61966-2.1」を、CMYK 画像用の作
業用スペースとして「Japan Color 2001 Coated」を指定しています。CMYK 画像
にリンクされたプロファイルは無視され、カラー値は保持される設定になっていま
す。また、作業上注意の必要なカラープロファイルの不一致については、必要に応
じて警告表示される設定になっています。

Ⅰ．プリセットカラーの設定

1.	 ２つのプリセットカラーファイル（Trueflow Color Std 1.0J.csf、Trueflow 
Color Pro 1.0J.csf）を以下の指定のフォルダに格納してください。

（Mac）
/Library/Application Support/Adobe/Color/Settings/Recommended/

（Win）
￥Program Files ￥Common files ￥Adobe ￥Color ￥Setting ￥Recomended ￥

以上で、プリセットカラーの設定は完了です。

「Trueflow Color Pro 1.0J」はド
キュメントに設定されたカラープ
ロファイルの不一致は必要に応
じて表示されますが、「Trueflow 
Color Std 1.0J」はプロファイル
に関する警告は表示されません。
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Ⅱ．カラー設定の同期
Adobe CS2 〜 CS5 の複数のアプリケーションを使用する場合は、作業前に Bridge
を使用してカラーの設定を行います。
カラー設定を行うと自動的に同期され、Adobe CS2 〜 CS5 のすべてのアプリケー
ション間で同じ色を再現できます。

1.	 Bridge を起動します。

2.	 メニューから、編集／ Creative Suite のカラー設定 ... を選択します。*2)

3.	 Suite のカラー設定ダイアログが表示されます。
その一覧からカラー設定「Trueflow Color Pro」、もしくは「Trueflow Color 
Std」を選択し、「適用」ボタンをクリックすると、カラー設定の同期が完了します。

カラー未同期 *1) のメッセージ

カラー設定が同期されていない場
合は、CS2、CS3、CS4 の各アプ
リケーションで、カラー設定ダ
イアログボックスの上部に警告
メッセージが表示されます。
作業前にカラー設定を同期させる
ことをお勧めします。

*1) CS3 まで「非同期」でしたが、
CS4 で「未同期」に変わりました。

*2)Bridgeのメニューに「Creative 
Suite のカラー設定」が表示され
ない場合は、各アプリケーション
で同様のカラー設定を行ってくだ
さい。
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4.	 このカラー設定の同期は、Bridge をはじめ、各 CS2 〜 CS5 のアプリケーション
から確認することができます。

［ InDesign CS5 の場合 ］

PS 出力プリントプリセット
Trueflow では、PostScript の推奨設定をプリントプリセットファイル（.prst）と
して提供しています。

•	 Trueflow 1.1.prst

このプリセットファイルは、InDesign CS2 〜 CS5 から PostScript を出力する場合
に使用するプリセットファイルです。
InDesign CS用（Trueflow 1.0.prst）の「PS出力プリントプリセット」(P110)とはカラー
マネジメントの設定が異なります。

Ⅰ．プリント プリセットの設定

1.	 ファイル／プリントプリセット／定義 ... を選択します。

プリセット設定

一度、プリセットの設定作業を行
えば、削除しない限り、再度同じ
プリセットの設定を行う必要はあ
りません。
また、プリセットファイルの設
定内容は InDesign に読み込まれ
るため、読み込みが完了したプ
リセットファイルは設定時と同
じ場所に置いておく必要はあり
ません。
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2.	 表示されたプリントプリセットダイアログで、 「読み込み ...」ボタンをクリック
します。

3.	 プリントプリセットの読み込みダイアログで、読み込み元のプリセットファイル
を選択し、「開く」ボタンをクリックします。

4.	 ファイルが読み込まれ、プリセットとして追加されます。
プリントプリセットダイアログに、追加したプリセット名が表示されていること
を確認し、「OK」ボタンで終了します。

以上で、プリントプリセットの設定は完了です。
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RGB ワークフロー用プリフライ
トプロファイル

Trueflow 側で推奨する PDF であるかを Acrobat 7, 8, 9 で検証するには、専用の
RGB ワークフローのプリフライトプロファイルを読み込ませる必要があります。
Trueflow ではプロファイルを提供しています。このプロファイルを読み込ませて検
証を行ってください。

•	 Trueflow RGBwf 1.1J.kfp

ここでは、プロファイルの読み込み手順を説明します。

Ⅰ．プロファイルの読み込み

1.	 Acrobat 7, 8, 9 で、メニューのアドバンスト／プリフライト ... からプリフライ
トダイアログを表示し、オプション／プリフライトプロファイルを取り込み ... を
選択します。表示されるファイル選択ダイアログで、あらかじめ用意しておいた
RGB ワークフロー用のプリフライトプロファイルを選択します。

2.	 プリフライトダイアログのリスト一覧に、追加したプロファイルが表示されます。
これで完了です。





http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528guideline14.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/product/trueflow/trueflow_se/
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528guideline14.html
http://www.screen.co.jp/ga_product/sento/index.html
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